








































































































































義 -1 卓資県の土地面積の推移 ム,%
年度 耕地面積 耕地増減指数
実数 港叔地面積 耕地面積での割合
1950 1,414,500 9,300 0.66 100.00
1960 I,405,500 58,750 4.18 99.36
1970 1,377,000 127,655 9.27 97.35
1980 1,248,000 211,229 16.93 88.23
1990 1,189,500 117,500 9.88 84.09
1991 1,191,000 112,305 9.43 84.20
1992 1,189,500 130,845 ll.00 84.09
1993 1,188,000 130,830 ll.01 83.99
1994 1,165,500 123,705 10_61 82.40
1995 I,141,050 122,775 10.76 80.67
1996 1,047,300 118,680 ll.33 74.04
1997 1,224,750 138,950 ll.35 86.59
1998 1,119,750 130,600 ll.66 79.16
1999 987,900 110,310 ll.17 69.84




























































年度 農家数 農家人口 農業従事者 1戸当たり農家 1戸当たり農業従
(戸) (人) (人) 人口 (人) 事着数 (人)
1950 28,298 126,200 56,440 4.46 1.99
1960 42,179 165,000 67,079 3.91 1.59
1970 49,496 198,500 80,968 4.01 1.64
1980 54,293 213,200 84,784 3.93 1.56
1990 56,342 210,800 104,684 3.74 1.86
1991 56,423 210,400 103,392 3.73 1.83
1992 55,760 209,700 107,286 3.76 1.92
1993 54,834 207,300 103,770 3.78 1.89
1994 52,378 203,800 102,951 3.89 1.97
1995 51,367 203,800 106,324 3.97 2.07
1996 51,608 204,700 110,022 3.97 2.13
1997 46,163 204,700 98,990 4.43 2.14
1998 44,364 202,500 95,102 4.56 2.14
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コムギ ユウマイ トワモロコシ 馬鈴薯 大豆 胡麻
1950 1,075,500 137,177 454,034 66,907 20,374 31,968
1960 1,401,000 265,392 489,029 210,319 2,901 167,481
1970 1,374,000 272,154 550,024 1,089 192,756 3,423 109,824
1980 I,234,500 151,321 511,137 178 206,571 1,483 126,340
1990 1,180,500 293,467 379,711 2,350 170,687 2,650 151,921
1991 I,180,500 307,466 383,185 7,890 161,869 4,970 159,954
1992 1,185,000 373,100 297,300 10,500 180,300 6,200 172,400
1993 I,159,500 341,262 248,078 4,290 192,899 ll,531 158,450
1994 925,650 217,950 193,950 1,200 148,350 47,250 141,300
1995 1,095,000 216,900 162,600 3,300 216,750 59,100 206,550
1996 I,052,250 183,600 126,600 40,950 301,950 52,950 192,300
1997 981,450 202,200 85,950 101,400 323,250 55,650 151,950
1998 1,026,000 180,000 78,000 160,500 408,000 42,000 ･112,500




義 一4 卓資県における食糧生産量の推移 トン
年度 合計 作物別生産量コムギ ユウマイ トウモロコシ 馬鈴薯 大豆 他
1950 38,000 6,015 14,098 5,587 812 ll,488
1960 50,000 9,820 17,287 18,908 81 3,904
1970 67,000 10,561 29,473 82 16,920 260 9,704
1980 43,000 5,484 17,040 14 15,391 79 4,992
1990 89,366 26,749 24,369 53 24,065 155 13,975
1991 96,558 37,565 22,897 592 24,943 175 10,386
1992 91,695 37,097 12,604 4,897 35,831 332 934
1993 117,835 41,133 19,874 I,527 41,613 804 12,884
1994 41,926 13,204 10,667 166 17,320 144 425
1995 64,739 16,397 10,081 587 32,656 233 4,785
1996 119,392 24,305 ll,141 8,821 61,252 1,037 12,836
1997 114,286 22,827 6,982 24,205 57,713 1,653 906
1998 127,577 13,525 5,616 42,996 60,932 753 3,755




















































圭 一5 卓資県における家畜頭数の推移 頭
家畜年度 総頭数 主要家畜
午 辛 豚
1950 113,000 19,414 61,947 13,971
1960 333,000 25,104 230,846 57,272
1970 293,245 25,972 199,778 45,667
1980 341,379 18,925 236,420 67,294
1990 259,806 29,035 177,746 34,762
1991 330,905 34,033 236,210 42,042
1992 323,976 33,919 227,154 43,298
1993 329,358 32,723 207,101 20,149
1994 278,839 28,934 179,615 52,413
1995 294,242 30,085 196,902 49,369
1996 296,865 32,241 201,858 62,619
1997 361,672 38,995 236,910 66,299
1998 420,746 41,129 276,389 81,709
1999 453,792 47,448 279,329 103,923
2000 509,471 52,044 311,389 125,604
資料 :県統計資料より作成.
義 一6 退耕運林遺草政策の経緯



















































































































































































































義 一7 2000年度卓資県における ｢退耕運林遺草｣の実施状況 万ム,%,戸とム
項目郷鎮 退耕農家 退耕地 還林遺草面積戸数 での割合 面積 農家当たり 面積 土地での割合
壕積坪郷 196 14.9 0.2 10,2 0.7 4.5
印堂子郷 504 17.7 0.5 9.9 1.8 8.1
三道営郷 376 13.0 0.5 13.3 1.8 8.7
梅力蓋図郷* 138 5.5 0.4 29.0 1.4 12.5
六蘇木郷 823 25.6 0.5 6.1 1,8 6.0
福生庄郷 437 18.0 0.5 ll.4 I.8 8.7
馬蓋図郷* 169 7.1 0.5 29.6 1.8 10.4
十八台郷 472 10.4 0.4 8.5 1.4 6.0
卓資山鎮 314 6.3 0.I 3.2 0.4 ll.2
八蘇木郷* 147 4.8 0.4 27.2 I.4 6.4
























































家族構造 過耕節後 耕地(ム) 栽培作物面積 (ム) 家畜種類(顔) 総収入 (元)
コムギ ユウマイ トウモロコシ 局鈴薯 大豆 初蘇 豚 辛 計 作付 作付外
A 2人:夫62歳,妻58歳 節 30 6 16 4 4 2 4,300 3,000 1,300後 18 2 7 5 I 5 74 2 42
B 2人 :夫60歳,妻59歳 前 30 8 10 3 6 3 1 7 7,500 5,700 1,800後 22 8 2 2 ll 102 6 46
C 5人 :夫45歳,妻44歳,長女20歳(出稼ぎ),次女17 (高校生),長男 (中学生) 節 30 5 5 5 ll 4 4 1 9,100 6,000 3,100
後 26 4 4 8 4 6 2 5 13,200 6,700 6,500
D 4人 :夫30歳,妻23歳,長男3歳,母56歳 節 26 6 6 lO 4 7 4 8,700 5,400 3,300後 20 6 10 4 8 20 ll,300 5,000 6,300
E 4人 :夫36歳,妻30歳,長男9歳(小学生) 前 22 10 6 4 2 2 2,700 1,800 900
資料 :農家との聞き取り調査より作成.
注 :ここで退耕前は1999年.退耕後は2000年を示す.
杜 富林ら/内モンゴルにおける農業動向と退排還林還草政策
4 おわりに
卓資県における退耕運林遺草政策の実績をみておくと,
｢進-退二還三｣政策がはじまった 1994年から1999年
までの間に,約 10万ムの耕地が林地若しくは草地に戻さ
れ,森林カバ-率は 6.2%から 13.6%にまで上昇した.
国の退耕運林還草政策が開始された2000年から2002年
までに 11万ムの耕地と24.7万ムの荒山,荒地が林地若
しくは草地に戻された.同時期,農家一人当たりの食糧
保有量については,1994年の206kgから2000年の 688
kgにまで増加し,平均で年間増加率は 50%にのぼった.
家畜飼養頭数は 1994年～2000年の間に平均で毎年
22.25%の増加率で発展し,農家-人当たり 1.37頭から
2.62頭に増えた.農家-人当たり純収入は約690元から
1,800元にのぼり,ほぼ3倍となった.
以上のことから退耕運林遺草政策は生態再生と地域農
業の発展双方において,効果を上げてきているものと捉
えられよう.｢進一退二還三｣政策は作付や牧畜業の集約
度を高めることによって退耕を進めることを可能とし,
国の退耕運林遺草政策は食糧と現金の補助によって ｢退
耕運林遺草｣を急速に進めさせる作用をもった.
ところで,生態再生のためには言うまでもなく極めて
長期に亘る時間的経過を必要とする.その間には国から
の食糧,現金補助の縮小 ･完了が起こるし,また農業の
集約化に伴って新たな環境問題が発生することも考えら
れる.後戻りを予防しつつ,持続的に地域農業を発展さ
せていくための環境保全型農牧畜業の技術開発とその普
及,農牧林業生産物加工企業の育成と農牧林産品市場の
開拓などが今後重要な課題となっていくものと考えられ
る.
注
1)拙稿 (2002):｢草地資源の持続可能な利用における問
題,要因と課題∴ 『環境理工系外国人留学生による国
際コロキアム』,岡山大学環境理工学部外国人留学生委
員会 pp.3243,を参照のこと.
2)1901年 1月に打ち出された.本政策の本質は制度改
革を通して財政改善をはかり,封建統治を強めるため
である.内蒙古においてはもっとも注目されるのは草
原開墾により財政収入を増加させることである.
3)中国では ｢生態移民｣とも呼ばれる.生活基盤である､
耕地,草地などの砂漠化 土壌流出により日常生活をt
維持することができなくなった住民である.
4)耕地面積を示す単位である.1ムは約 1.67a.
5)1958年～1982年の間,人民公社の末端単位として存
在していた農村における最小の生産組織である.
6)社会主義条件下での市場経済である.政治的には社会
主義を維持しつつ,経済的には市場経済-の移行を進
めるというもの.中国では,1992年に開かれた中国共
産党の第 14回党大会で提起され,1993年の憲法修正
で明文化された.
7)世界最大の生態プロジェクト- ｢三北(中国の西北,
華北,東北地区)｣防護林プロジェクトである.中国政
府は 2001年より砂漠化の防止を中心とする本プロジ
ェクトの第4期作業を始動した.これによって,砂漠
化と土壌流出などがもっとも深刻している ｢三北｣地
域においては,これから 10年間の生態再生を通して
土壌流出面積の半分以上を治め,そして農用地の防護
林体系づくりを完成させる計画である.
8)相場によって変動しているが,現在約 1元は13.3円.
9)政府による貧困基準 (貧困ライン)は年度によって調
整される.1998年は一人当たり年収入が635元で,1999,
2000年は625元である.
10)内モンゴルの ｢退耕運林遺草｣の基準は喬木活着率
が85%,潅木活着率が70%と制定されている.
ll)原文では ｢誰退耕,誰還林 (草),誰経営,誰受益｣.
12)拙稿:｢退耕運林還草政策の展開と地域農業の変化｣,
地域地理科学会2003年度大会一般研究発表,を参照の
こと.
13)繁殖率の高い品種であり,出産ごとに1-4頭の子羊
が産まれる.そのうち2頭が産まれる確率はもっとも
高い.
参考文献
都維民主編 (1990):『内妻古近代簡史』,内蒙古大学出版
社,p.21-26.
雀噴繁 (2000):｢関干甘粛,内蒙古両省 (区)退耕運林
還草間嶺的考察報告｣,中国農村経#.pp.4142.
余方忠 (2000):｢退耕運林遺草輿可持続発展研究｣,林業
経済,第5軌 pp.19.
鄭世成 (1997):『内蒙古農牧業経済五十年』,内蒙古農村
牧区社会経済調査隊,p.450-451.
Ih fulin･Baoyuhai (1999):ReasonableUtilizationof
GrasslandResourcesAn dImplementationTheSustainable
DevelopmentStrategyofAm alHusbandry,『21世紀中
西部地区経済輿環境可持続発展 (論文集)』,内妻古人
民出版牡 pp.392-394.
杜宮林 ･呉先 (2000a):｢保護耕地資源実現我区農業可持
続発展｣,前沿,2000年第4期,pp.23.
杜富林 (2000b):｢内蒙古自治区草原畜牧業可持続発展研
究｣,『西部大開発と農村経済の発展 (論文集)』.新彊
人民出版社,pp.202.
奉国強 (2001):退耕運林遺草輿発展西部経済政策建議,
林業経済,第 1,g,pp.50.
穆生栄主編 (2003):『卓資県誌』,内妻古人民出版社,
p.127-136.
李育材 (2000):｢退耕運林遺草工作回顧輿総体思路｣,林
業経済,第9期,pp.4.
151
